
明けましておめでとうございます。

銀労研解散後、当金融・労働研究ネットワー

クを立ちあげて活動を続けてきました。2012年

の｢設立の集い｣を開催してから数えて今年は5年

目になります。昨年は安全保障関連法案の強行

採決などがあり、また、銀労研以来の課題とし

てきた金融機関の男女平等実現の問題でも、女

性活躍推進法の審議が非常に早いテンポで進め

られました。その中でこのネットワークニュー

スの発行も中断していました。

その後も、マイナンバー制度や信用補完制度

見直し、労働法制の改悪など相次いで進められ

ようとしています。行政の動きが非常に早いこ

とを改めて認識しています。今までのテンポで

対応していては職場の問題に対応していけない

ことを再確認し、今年はニュースの発行、研究

会の開催、その成果の還元のスピードアップを

図りたいと考えています。

当金融・労働研究ネットワークは2012年1月に

設立の集いを開催しています。その前年からホー

ムページをたちあげネットワーク設立の準備を

してきましたのでホームページではほぼ5年間活

動してきました。ホームページへの閲覧件数や

論文・レポート・記事の ダウンロード件数から

現状を見てみました。

ホームページのページ閲覧件数は現在（1月12

日）時点で57405件となっています。単純に計算

すると1年間に1万件ですが、一昨年くらいから

ページ閲覧頻度が多くなり先月（2015年12月）

では1ヶ月3500件を超えています。ダウンロード

されたＰＤＦファイルで1番多いのは3000件を超

えています。傾向としてみると大手銀行の非正

規問題などの記事・レポートは繰り返しダウン

ロードされています。また、大手銀行でなくて

も地銀、信金など個別の企業名が出ている記事・

レポートはダウンロードされる速度が速いです。

当ネットワークのホームページは専門家の丁

寧な研究業績も掲載されています。こうした論

文・記事は時間を経過するごとに着実にダウン

ロードが繰り返されています。ホームページの

管理者コーナーにダウンロード件数上位5本が表

示されるようになっているのですが、気がつく

とその上位に専門的な論文が入ってきています。

専門的な研究や分析によるレポートは長期間活

用されることが分かります。

この5年間の活動で、メールやホームページな

どインターネット経由だけでは発信した資料や

情報の活用が不十分になってしまうことが分かっ

てきました。

運動の中で活用されるべき論文や情報は郵送

したり、集会などで配布などペーパーベースで

の活用を増やしていきたいと考えています。

「アベノミクスと格差

―ピケティ『21世紀の資本』から」
報告 竹信三恵子さん

昨年（2015年）3月28日に元朝日新聞記者で現

在和光大学教授の竹信三恵子さんを招いて「ア

ベノミクスと格差―ピケティ『21世紀の資本』

から」をテーマに研究会を開催しました。竹信

さんは「ピケティ入門『21世紀の資本』の読み

方」を出版されています。その執筆の動機はピ

ケティの著書の日本語訳が出るとそのエセ解説

本が大量に出回り、ピケティが問題提起してい

る格差の拡大の問題性が分からなくなってしま

う。それを防ぐために『読み方』を執筆したと

のこと。

竹信さんの報告の要旨は当ネットワークホー

ムページ「論文とレポート」にアップしてあり

ます。併せて、同じ「論文とレポート」に掲載
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した高田太久吉氏による（研究ノート）「トマ・

ピケティ『21世紀の資本論』を読む」、齊藤学

氏による「時空を超えたマルクスとピケティの

対話」もご参照ください。この「時空を超えた

マルクスとピケティの対話」は竹信さんの研究

会報告の際の議論がきっかけとなっています。

「現在の最低賃金制度の問題点
―神奈川の最賃裁判における『意見書』から」

報告者 小越洋之助氏

7月11日には国学院大学の小越洋之助名誉教授

に報告していただきました。ピケティの『21世

紀の資本』でも社会的な格差拡大が大きな問題

とされていました。格差の是正をいかに進める

か。アメリカでは最低賃金の引き上げの運動が

進み、ロスアンゼルスで時間当たり１５ドル

（１ドル＝１２０円で１８００円）とすること

に市長が署名したなどアメリカ各地で「Fight f

or$15」のたたかいが報じられています。日本で

も神奈川県では現在の最低賃金制度が本来の役

割を果たしていないとし、横浜地裁で裁判闘争

が行われています。小越洋之助名誉教授は日本

の最低賃金制度の問題点を克明に分析し意見書

を横浜地裁に提出し、裁判にも毎回かけつけ原

告らを励ましています。

信用補完制度の現状と課題
報告者 齊藤壽彦氏

11月21日、信用補完制度の現状と課題につい

て、千葉商科大学の齊藤壽彦教授に報告してい

ただきました。信用保証制度・信用補完制度に

ついては、かねてから研究会開催の要望を受け

ていました。この日の研究会では、千葉商科大

学の齊藤壽彦教授から公的信用保証制度の仕組

み、信用保証協会の役割、中小企業政策におけ

る信用保証制度等について報告を受けました。

議論の中では、信用保証協会の代位弁済後の求

償債権回収の問題なども提起されました。参加

者から行政サイドによる信用保証制度見直しの

動きが表面化していることが指摘され、今後の

課題とされました。この点についてはさらに研

究会を予定することとなり、今年（2016年）1月

31日（日）に研究会を開催して静岡大学の鳥畑

与一教授から報告を受けます。

ドイツにおける金融投資家の

活動について
報告者 平澤克彦氏

12月5日、日本大学の平澤克彦教授から「ドイ

ツにおける金融投資家の活動について」をテー

マに報告していただきました。ハゲタカファン

ドの悪質な行動が問題とされていますが、平澤

教授はドイツにおけるファンドの投資行動、そ

れに対する規制の提案を解説。報告ではドイツ

の労使共同決定制度の概略を解説した後に、ド

イツにおけるファンドの投資行動の事例が紹介

されました。ファンドによる買収・売却事例に

ついて比較的悪質ではない肯定的なケースから

下請け納入業者の大幅切捨て・従業員の解雇を

行った問題事例の紹介の後に、ドイツ労働総同

盟付属研究所の研究者からの規制の提案（ファ

ンドによる企業買収後に、巨額の借り入れを行

いながら膨大な配当を実施することへの規制な

ど）が紹介されました。

また、労使共同決定決定権を活用して解雇を

しないなどの協定を実現した事例も紹介され、

報告後の討論では英米のアングロサクソン型と

大陸ヨーロッパ型の違いなども議論されました。

後記 銀労研解散後５年間ホームページ中心

の活動。先にも書きましたがインターネットだ

けではなく、資料の配布、研究会のお知らせな

ど郵便や印刷物配布など組み合わせていくこと

で活動を広げていくことが必要ではないか。現

時点での事務局としての実感です。各国の地域

運動ではインターネットになじみのない階層に

対する社会的排除の防止が言われています。同

時にこれまで継続してきたメール送信への皆さ

んからの返信にはげまされています。（田中）

金融・労働ネットワークニュース No09 2016年1月13日

金融労働研究ネットワークhttp://www.leaf-line.jp/~iflj/

2

金融・労働ネットワークニュース No09
金融・労働研究ネットワーク発行

102-0093
東京都千代田区平河町１－９－９
レフラスック平河町ビル４０２号室

TEL/FAX 03-3239-0170
e-mail finlabornet@ae.auone-net.jp



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


